
研究開発
項目

2018年度計画 2019年度計画 2020年度計画 2021年度計画 2022年度計画 出口戦略 製品化

［Ⅰ］自動運転システムの開発・検証（実証実験）

2025年目途

出口戦略・社会実装に向けて

自動運転（システムとサービスの拡張）研究開発計画工程表

民間からの拠出（人材、物資、資金等）は、研究開発費等の総額（SIP予算と民間からの拠出との合計）の1/3以上を目指す。（5ヶ年全体）

自動運転実証 レガシー化・商品化
に向けた自動運転実証

オーナーカー
（高速道路レベル４）
（2025年目途）TRL7

（１）東京臨海部実証実験

インフラ機器開発と
実証環境準備

・オーナーカー
公道実証エリア基盤整備

信号情報利用

オーナーカー
（一般道レベル２以上）
運転支援の高度化

TRL8

インフラ協調他
実証環境整備

TRL4 TRL7

・地方公共交通

移動サービス事業化（他地域への展開）制度改正

システム改善
長期実証実験

移動サービス
レベル４事業化
（2020～）

TRL5 TRL9

TRL4

②高速道（都市間高速）
・オーナーカー
合流支援等

2020年以降

TRL5

TRL5

※TRLは計画策定時の期待値であり、今後の研究に応じて変更がありうる。

①一般道

TRL5

TRL4

官民連携による実証

TRL8

（２）地方部等にける移動・物流サービスの社会実装に関する実証実験

トラック
（高速道路レベル４）
（2025年目途）

2025年以降

・公共バス、少人数
輸送サービス 都市公共交通システム

少人数輸送サービス
事業化（一般道）

オリパラ
自動運転実証 → 延期

長期実交通流実態調査と
インフラ実験機の設置実証実験

社会実装

交通環境情報の情報
配信環境の構築



研究開発
項目

2018年度計画 2019年度計画 2020年度計画 2021年度計画 2022年度計画 出口戦略 製品化

［Ⅱ］自動運転実用化に向けた基盤技術開発

出口戦略・社会実装に向けて

自動運転（システムとサービスの拡張）研究開発計画工程表

※TRLは計画策定時の期待値であり、今後の研究に応じて変更がありうる。

①交通環境情報の利活用技術

企画
構想

TRL5 TRL7TRL3

社会的受容性醸成活動
［Ⅲ］社会的受容性の醸成

国際連携活動
［Ⅳ］国際連携の強化

オリパラ
自動運転実証 → 延期

TRL7
企画構想

TRL5TRL3

③新たなサイバー攻撃手法と対策技術に関する調査研究
ガイドライン開発、策定

ロードマップ策定ユースケースの確定、通信条件の整理新たな通信技術（V2X等含む）の調査・研究

②仮想空間での安全性評価環境の構築

企画構想
安全性評価
環境構築

事業化

IDS評価手法検討、実証実験IDS調査、評価検討

交通インフラの技術要件等検討

レーンレベルの渋滞情報・障害物情報等の活用技術

センサ評価法、ドライバーモデル
データベース構築
実証環境構築

交通環境情報の収集、生成、ネットワーク配信技術

情報配信環境の構築
(東京臨海部) 実証実験

体制構築
実用化

TRL6TRL3 TRL8TRL7

④自動運転分野における地理系データに係るアーキテクチャの構築

アーキテクチャ
ユースケース実証

分野横断データ活用
実証・ガイドライン

自動運転
アーキテクチャ構築

TRL5 TRL6
TRL8

事業化ポータル公開、機能改善
ビジネスモデル検討

・HMI

企画構想

TRL5TRL3 TRL7

業界ガイドライン
業界団体(JASPAR,J-Auto ISAC)
移管

ポータル事業開始

I/F標準化、事業開始

交通環境情報の構築、
配信開始

ガイドライン策定外向けHMI、安全教育等の調査・研究

⑤その他の基盤技術

企画構想

・通信方式


